
ジェンダーギャップに関する
アンケート調査結果

令和 4年 5月10日

公益社団法人日本理学療法士協会

１．⽬的

• 今後の本会の事業展開（働き方やリカレント支援、福利厚生等）について

検討を進めていくため、多様化する会員の皆さまの現状を把握すること。

• 2010（平成22）年、女性理学療法士会員が増加していく背景を受け、その就労環境を全国規模

で把握し、就労を継続しやすい環境づくりへの啓発活動や研修システムの改善提言のための資料

とすることを目的に、「女性理学療法士就労環境調査」を行った。

• それを受け、各ブロックにて男女共同参画や働きやすさについて取り上げる委員会が設置され

情報共有や意見交換がなされる等、少しずつ活動が広がりつつあるが、平成22年以降、現状を

把握する調査は行われてこなかった。

• 今回は、女性だけでなく男性も対象とし、多様化する会員の仕事やジェンダーに対する意識・実態

について改めて調査した。

（背景）

（⽬的）
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２．⽅法

対象 日本理学療法士協会会員

回答 有効回答数：831件

調査期間 2022年 3月 9日 ～ 3月 27日

デザイン インターネットによるアンケート調査

主な
調査項⽬

• 基本情報

- 年齢、性別、職位、家族構成等

• 仕事に対する意識

- 仕事の満足度、生活の優先順位等

• ジェンダーに対する意識・実態
- 男女の地位、女性への意識、差別的扱いの経験の有無

- 男女による仕事の質・量の違い 等
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３．結果①回答者属性
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17.8% 30.9% 36.8% 14.4%

0% 25% 50% 75% 100%

51歳以上 41〜50歳 31-40歳 21-30歳

69.2% 30.6%

0.2%

0% 25% 50% 75% 100%

男性 ⼥性 その他

23.6% 31.6% 41.8% 3.0%

0% 25% 50% 75% 100%

部⻑・課⻑級 係⻑・主任級 ⼀般職員 その他

65.7%

2.9%

9.4% 22.0%

0% 25% 50% 75% 100%

⼦供あり/既婚 ⼦供あり/未婚・離別
⼦供なし/既婚 ⼦供なし/未婚・離別

年齢 性別

職位 家族構成

※部⻑・課⻑級には、施設⻑等も含む

n=831



３．結果②仕事に対する満⾜度

（公社）⽇本理学療法⼠協会

仕事に対する満足度は、「満足」「やや満足」にて6割を超えた。
職位別では、部長・課長級にて「満足」の割合が高かった。
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仕事に対する満⾜度

17.9%

18.3%

30.6%

39.8%

46.0%

41.8%

28.8%

24.7%

18.4%

11.0%

8.0%

6.6%

2.6%

3.0%

2.6%

⼀般職員

主任・係⻑級

部⻑・課⻑級

0% 25% 50% 75% 100%

満⾜ やや満⾜ 普通 やや不満 不満

職位別仕事に対する満⾜度

満⾜
21.9 ％

やや満⾜
41.6 ％
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不満 2.6 ％

n=831
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n=263

３．結果②仕事に対する満⾜度

（公社）⽇本理学療法⼠協会

仕事を続ける理由は、「生活のため」「仕事に魅力を感じる」の割合が高かった。
仕事に満足している方は「仕事に魅力を感じる」 、不満な方は「生活のため」の割合が高かった。
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満⾜度別仕事を続ける理由



３．結果②仕事に対する満⾜度

（公社）⽇本理学療法⼠協会

仕事をしていて大変だと感じる点は、「責任の重さ」「職場での人間関係」の割合が高かった。
仕事に満足している方は「責任の重さ」 、不満な方は「人間関係」「職場環境」の割合が高かった。
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36% 34%

19%
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33%
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16%

27%
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0%
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満⾜度別仕事をしていて⼤変だと感じる点

３．結果③⽣活における優先度

（公社）⽇本理学療法⼠協会

生活における優先度は、「家庭生活」の割合が高かった。
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その他
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仕事
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全体（n=831）

⽣活における優先度



３．結果③⽣活における優先度

（公社）⽇本理学療法⼠協会

部長・課長級は「仕事」、主任・課長級/一般職員は「家庭生活」「地域・個人の生活」の割合が、
子供がおらず未婚・離別の方は、 「地域・個人の生活」の割合が高かった。
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36%

31%

68%

27%

35%

67%

19%

47%

57%

地域・個⼈の⽣活

仕事

家庭⽣活
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部⻑・課⻑級（n=196) 主任・係⻑級(n=263） ⼀般職員(n=347）

職位別⽣活における優先度

49%

34%

36%

23%

35%
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29%

42%

67%

23%

37%

74%

地域・個⼈の⽣活

仕事

家庭⽣活

0% 25% 50% 75%
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家族構成別⽣活における優先度

３．結果④職場・職業への意識

（公社）⽇本理学療法⼠協会

女性が職業を持つことに対する意識では、男女による差はみられなかった。
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15.7%

0.0%

0.4%

0.0%

5.9%

74.4%

16.5%

0.3%

0.2%

1.7%

7.1%

68.9%

その他

⼥性は職業をもたない⽅がよい

結婚するまでは職業をもつ⽅がよい

⼦どもができるまでは、職業をもつ⽅がよい

⼦どもができたら職業をやめ、
⼤きくなったら再び職業をもつ⽅がよい

⼦どもができても、ずっと職業を続ける⽅がよい

0% 25% 50% 75% 100%

男性（n=575）

⼥性（n=254）

男⼥別
⼥性が職業を持つことに対する意識



42.9%

14.0%

18.5%

25.0%

48.4%

43.7%

25.0%

33.1%

31.5%

7.1%

1.9%

2.8%

0.0%

0.6%

1.6%

0.0%

1.9%

2.0%

不満

満⾜

全体

0% 25% 50% 75% 100%
男性優遇 どちらかといえば男性優遇
平等 どちらかといえば⼥性優遇
⼥性優遇 わからない

３．結果④職場・職業への意識

（公社）⽇本理学療法⼠協会

男女の地位について、女性は「男性優遇」「どちらかといえば男性優遇」の割合が高かった。
仕事に不満がある方において、男性は「女性優遇」、女性は「男性優遇」の割合が比較的高かった。
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男性：満⾜度別
職場における男⼥の地位は平等か

⼥性：満⾜度別
職場における男⼥の地位は平等か
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7.8%

33.8%

36.8%

33.2%

22.1%

39.2%

39.0%

11.8%

11.6%

13.2%

14.7%

2.4%

4.0%

4.4%
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不満

満⾜
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３．結果⑤職場における対応

（公社）⽇本理学療法⼠協会

差別的な扱いを受けた・扱いをした経験では、「職場での役割分担」の割合が3割を超えた。
差別的な扱いを受けた時の対応では、「あきらめて働き続けた」の割合が高かった。
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4.0%

7.1%

8.1%

8.8%

33.6%

59.2%

その他

待遇（給与など）

就職活動時

査定・昇級

職場での役割分担

そのような経験はない

0% 25% 50% 75%
全体（n=831）

差別的な扱いを受けた・扱いをした経験
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6.6%

24.1%

55.6%

18.4%

27.2%

その他

そのような経験がない

それが原因で仕事を辞めた

それが原因で仕事への意欲を
なくした

そういうものとあきらめて
働き続けた

職場の改善を試みた

⾃分を認めさせるために、
他⼈以上に働いた

0% 25% 50% 75%
全体（n=320）

差別的な扱いを受けた時の対応



３．結果⑤職場における対応

（公社）⽇本理学療法⼠協会

仕事に満足している方は「経験はない」 、不満な方は「職場での役割分担」の割合が高かった。
また、満足している方は「改善を試みた」 、不満な方は「意欲をなくした」の割合が比較的高かった。
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4.2%

8.3%

9.4%

19.8%

50.0%

42.7%

4.7%

5.5%

8.0%

7.0%

30.7%

62.7%

その他

待遇（給与など）

就職活動時

査定・昇級

職場での役割分担

そのような経験はない

0% 25% 50% 75%

満⾜（n=528）
不満（n=96）

満⾜度別
差別的な扱いを受けた・扱いをした経験

2.0%

0.0%
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29.4%

5.4%
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7.1%
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そのような経験がない

それが原因で仕事を辞めた

それが原因で仕事への意欲を
なくした

そういうものとあきらめて
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３．結果⑤職場における対応

（公社）⽇本理学療法⼠協会

職位別にみて、差別的な扱いを受けた・扱いをした経験の差はみられなかった。
一方、対応では、役職者は「改善を試みた」、一般職員は「あきらめた」の割合が比較的高かった。
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３．結果⑤職場における対応

（公社）⽇本理学療法⼠協会

女性は「経験はない」以外の項目にて比較的割合が高かった。
また、対応において、「認めさせるために働いた」「意欲をなくした」の割合が比較的高かった。
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12.6%

18.1%
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３．結果⑥仕事の質・量

（公社）⽇本理学療法⼠協会

男女で仕事の質に差があるかについて、女性は「そう思わない」の割合が高かった。
量に差があるかについても、女性は「そう思わない」の割合が高かった。
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男⼥別
男⼥で仕事の質に差があるか

男⼥別
男⼥で仕事の量に差があるか
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３．結果⑥仕事の質・量

（公社）⽇本理学療法⼠協会

仕事の質に差があるかについて、仕事に満足している方は「そう思わない」の割合が高かった。
量に差があるかについても、仕事に満足している方は「そう思わない」の割合が高かった。
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３．結果⑥仕事の質・量

（公社）⽇本理学療法⼠協会

仕事の質に差があるかについて、部長・課長級は「そう思わない」の割合が高かった。
量に差があるかについても、部長・課長級は「そう思わない」の割合が高かった。
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３．結果⑦育児休業制度

（公社）⽇本理学療法⼠協会

育児休業制度を利用できない方が、3.5％存在した。

19

育児休業制度の利⽤

できる
91.3 ％

できない 3.5 ％
わからない 5.2 ％

３．結果⑧ライフコース

（公社）⽇本理学療法⼠協会

女性は、「子育て後に再び仕事を持ちたい」の割合が、
各群にて約1割であった。
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4.9%

30.6%

8.0%

10.3%

6.3%

6.4%

2.0%

3.7%

4.0%

2.5%

未婚・離別（n=100）

既婚（n=29）

未婚・離別（n=16）

既婚（n=109）

未婚・離別（n=81）

既婚（n=49）

未婚・離別（ｎ=8）

既婚（ｎ=437）

0% 25% 50% 75% 100%

結婚し⼦どもを持つが、仕事も続けたい
結婚はせず、仕事を続けたい
結婚はするが⼦どもは持たず、仕事を続けたい
結婚あるいは出産の機会にいったん退職し、⼦育て後に再び仕事を持ちたい
結婚あるいは出産の機会に退職し、その後は仕事を持たない

男⼥・家族構成別予定または現在そうしているライフコース
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• 仕事の満足度は「満足」「やや満足」にて6割を超えた。他方、一般職員は役職者より「満足」 「やや
満足」 の割合が比較的低かった。仕事に不満がある方は、「職場の人間関係」「職場環境」に大変だと
感じている割合が高かった。一方、満足している方は、「責任の重さ」を大変だと感じているが、「役立つ
ことをしたい」「仕事が好き」という理由で仕事を続けている割合が比較的高かった。

• 生活における優先度は、「家庭生活」が6割超、「仕事」が3割超、「地域・個人」が約3割であった。役職
者は、「仕事」の割合が高く、「地域・個人」が低かった。また、子供がいる方・既婚の方は 「家庭生活」
が高く、子供がいない未婚・離別の方は「地域・個人」 が高かった。

• 職場にて差別的な扱いを受けた・扱いをした経験において、「経験はない」が約6割であった。経験がある
方の対応としては、「あきらめて働き続けた」が5割を超えた。特に女性では、 「経験はない」の割合が
低く、「認めさせるために働いた」「意欲をなくした」の割合が比較的高かった。さらに、「仕事を辞めた」も
1割存在した。

• 男女で仕事の質・量に差があるかについて、「そう思う」 「ややそう思う」の割合は男性にて高かった。ま
た、仕事に不満がある方において「そう思う」「ややそう思う」の割合が高かった。職位別においては、仕事
の質において部長・課長級は「そう思わない」「ややそう思わない」の割合が高かった。また、仕事の量に
おいても、 部長・課長級は「そう思わない」の割合が高かった。


